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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

伊豆大島 

 

 伊 豆 大 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 
地殻変動観測によると、短期的な膨張と収縮があるものの、長期的に

は、地下深部へのマグマの供給によると考えられる島全体の膨張傾向が

継続している。今後の火山活動に注意が必要。 

２月中旬に火山性地震の一時的な増加がみられたが、その他の観測デ

ータには、活動状況の顕著な変化を示すデータはみられず、静穏に経過

した。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項

に変更はない。 
 

○ 概況（2019 年２月～2019 年５月 31 日） 
・噴気等の表面現象の状況（図３－①②、図 10～12、図 16～17） 

 現地観測や監視カメラによる観測では、三原山山頂火口内及びその周辺において、

これまで同様にごく弱い噴気が観測される程度で、特段の変化は認められない。 

 

・熱活動（図２－①、図３－③、図 12～15、図 17） 

 三原山山頂火口内にある中央火孔の最高温度は、1999 年以降ほぼ同じレベルで経

過している。その他、三原山山頂周辺の噴気温度にも大きな変化はみられなかった。 
 
・地震活動（図２－②～④、図３－④、図４～５） 

 ２月 12 日から 14 日にかけて、島の北西沖で火山性地震が一時的に増加した。これ

らの地震により、島内で震度１以上を７回観測した（最大の地震は２月 14 日 01 時

34 分のマグニチュード 3.4 の地震で、伊豆大島町元町で震度３を観測）。 

５月 25 日には島の東部を震源とする火山性地震により伊豆大島町元町と伊豆大島

町波浮港で震度１を観測した(マグニチュード 2.2)。 

これらの活動に伴って、その他の観測データに変化は認めらない。上記以外の期間

では火山性地震は少ない状態で経過した。低周波地震、深部低周波地震、火山性微動

は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図２－⑤～⑦、図３－⑤、図６～９） 

 地下深部へのマグマの供給によると考えられる島全体の長期的な膨張傾向が継続

している。長期的な変動は、2011 年頃から鈍化していたが、2013 年８月頃から再び

膨張傾向になっている。 

 長期的な山体膨張に加えて、約１年周期で膨張と収縮を繰り返す変動がみられる。

最近の変化としては、2018 年４月頃から膨張傾向がみられていたが、2019 年１月頃

から収縮に転じている。 

 
 
 
 
 
 この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利

用して作成した。 
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伊豆大島

図１ 伊豆大島 観測点配置図 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および 

『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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伊豆大島

図２ 伊豆大島 最近の火山活動経過図（2000 年１月～2019 年５月 31 日） 
空白部分は欠測。 

①火口原東及び火口原南西は直接測定した噴気温度、火孔底(火孔底西側)２は赤外熱映像装置により遠隔測定

した火孔底温度。

③青色シンボルは深部低周波地震を示す（右軸がマグニチュード）。

⑤体積ひずみデータは温度補正のほか、2001 年１月～2003 年 12 月のデータを元にトレンド除去(-0.0125μ

strain/日)を施している。降水量は大島特別地域気象観測所のデータ。

⑥図７の GNSS 基線①に対応（観測開始は 2001 年３月７日）。▼は差木地奥山観測点の支柱工事を実施。2010

年 10 月および 2016 年１月以降のデータについては解析方法を改良している。対流圏補正と電離層補正を行

っている。

⑦図７の基線⑨に対応。▼は機器更新。

・長期的な山体膨張に加えて、約１年周期で膨張と収縮を繰り返す変動がみられる。最近の変

化としては、2018 年４月頃から膨張傾向がみられていたが、2019 年１月頃から収縮に転じ

た。

凡例 
3μm/s 
2μm/s 
1μm/s 
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伊豆大島

図３ 伊豆大島 長期間の火山活動経過図（1961 年１月～2019 年５月 31 日） 
グラフの空白部分は欠測。 

②2002 年２月までは大島測候所（現：大島特別地域気象観測所）からの目視観測による。三原山の位置が外輪

山の陰となるため、火口縁上の高さが 300ｍ未満の噴煙は観測できなかった。2006 年２月以降は高感度の監視

カメラによる。

③火口原東及び火口原南西は直接測定した噴気温度、火孔底(火孔底西側)１は赤外放射温度計により遠隔測定

した火孔底温度、火孔底(火孔底西側)２は赤外熱映像装置により遠隔測定した火孔底温度。

④地震回数には伊豆大島周辺の構造性地震が含まれる。

⑤図７の基線⑨に対応、観測開始は 1987 年１月、▼は機器更新。
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伊豆大島

図４ 伊豆大島 震源分布図（2016 年１月１日～2019 年５月 31 日） 
資料中の震源は 1999 年の構造探査結果に基づく速度構造（海抜以下 500ｍ毎に水平成層構造）を用い、HYPOMH

（Hirata and Matsu’ura, 1987）を用いて求めている。

●：2016 年１月１日～2019 年１月 31 日

●：2019 年２月１日～2019 年５月 31 日

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・

海岸線）』および『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
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伊豆大島

図５ 伊豆大島 一元化震源による深部低周波地震の発生状況 

（2000 年１月１日～2019 年５月 31 日） 

・今期間、深部低周波地震は観測されなかった。

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000

（行政界・海岸線）』を使用した。 
●：2000 年１月１日～2019 年１月 31 日

●：2019 年２月１日～2019 年５月 31 日
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伊豆大島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図６ 伊豆大島 GNSS 連続観測結果（2001 年～2019 年５月 31 日） 
（国）：国土地理院。GNSS 基線①～⑧は図７を参照。 

空白部分は欠測。▼は差木地奥山観測点の支柱工事を実施。 

対流圏補正と電離層補正を行っている。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月以降のデータについては解析方法を改良している。 

 

・長期的な山体膨張は継続、2019 年１月頃から収縮に転じている。  

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 
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伊豆大島

図７ 伊豆大島 GNSS 連続観測基線及び光波測距連続観測基線 
①～⑧は図６の GNSS 基線、⑨の紫破線は図２、図３の光波測距基線。

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 
（国）：国土地理院 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および『数値地図
50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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伊豆大島

図８ 伊豆大島 体積ひずみ変化と地中温度変化（日値） 

上段：1973 年 10 月～1990 年２月 下段：1990 年１月～2019 年５月 31 日 
1990 年にひずみ計の機器交換を実施（設置地点および設置深度はほぼ同じ）。 

ひずみ計のセンサー設置深度：地上から-291m（海面下-106m）（温度計も同じ所に設置）。 

気圧、潮汐及びトレンドの補正はなし。 

2010 年１月 17 日に、「大島」から「大島津倍付」に観測点名称を変更。 

1981 年５月観測開始 

大 島 
体積ひずみ 

温度 

Ｔ：障害 

2000 2005 1995 2005 
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伊豆大島

図９ 伊豆大島 傾斜計変化と日別地震回数（2016 年６月１日～2019 年５月 31 日） 

原因不明の変動 

原因不明のステップ 
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伊豆大島 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

図 10 伊豆大島 三原山山頂部（左図）及び剣ガ峰（右図）の噴気の状況 
 

・ごく弱い噴気が剣ガ峰ほか火口内及びその周辺で観測された。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

図 11 伊豆大島 図 10 及び図 12 の撮影位置及び撮影方向 

（赤丸：撮影場所、→：撮影方向） 

 

  

2019 年５月 16 日（北西外輪監視カメラによる） 2019 年５月 16 日（北東側火口縁から撮影） 

図 10 右 

図 12 
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伊豆大島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 伊豆大島 中央火孔北側内壁の状況（左）と地表面温度分布（右） 

（2019 年２月～2019 年５月） 
赤外熱映像の色調は地熱兆候がない部分の平均温度を基準とし、最低色調をその平均温度-10℃、最高色調

は平均温度+46℃とした。 

・熱異常域に大きな変化は認められない。  

2019 年５月 16 日 04 時 36 分 気温：12℃、曇 

2019 年４月 16 日 04 時 19 分 気温：７℃、快晴 

2019 年２月 19 日 05 時 00 分 気温：６℃、曇り 

2019 年３月 15 日 04 時 49 分 気温：４℃、快晴 
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伊豆大島

<測定深度> X15-50:深さ 50cm、X12-100:深さ 100cm、X15-100:深さ 100cm 

図 13 伊豆大島 地中温度と大島特別地域気象観測所における降水量・風速 

（2006 年９月 21 日～2019 年６月 12 日） 
空白は欠測。 

・三原新山および剣ガ峰付近での地中温度の連続観測では、ほぼ一様に低下しており、風

速や降水の影響による変動のほかは特段の変化は認められなかった。

図 14 伊豆大島 地中温度観測点 300ｍ 

●

●

X15 X12 

この図の作成には、国土地理院発行の２万５千分の１地形図

（大島）を使用した。
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伊豆大島 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 15 伊豆大島 中央火孔内の最高温度の推移（可視画像は現地観測時に撮影） 

（20017 年９月１日～2019 年５月 31 日 中央火孔東カメラによる） 

天候不良時のデータは除去し、日射の影響のない毎 03 時のデータを使用している。 

・中央火口内の地熱域の温度に顕著な変化は認められない。 
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伊豆大島 

● 
● 

中央火孔北 

中央火孔東 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 16 伊豆大島 中央火孔北カメラ画像 

（2019 年５月 30 日）

図 17 伊豆大島 火孔カメラ位置 
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伊豆大島 

伊豆大島の地殻変動 

 

 

 

 

１．全島的変動 

１－１． 長期的膨張（＞10 年） 

・GNSS の基線長は短期的な収縮・伸長を繰り返しながら長期的に伸長している（図２）． 

・2010 年頃から膨張の鈍化が認められたが，2013 年頃から概ね 2010 年以前の膨張速度

に戻っている（図３）． 

１－２． 短期的収縮・膨張（１～２年） 

・GNSS の基線長に 2018 年 4 月頃より伸長がみられたが、2019 年 1 月頃より収縮に転じ

ている（図４）． 

・1993 年から徐々に振幅が増大している（図５，６）． 

・収縮・膨張の変動源はカルデラ北部に位置する（図７，８）． 

・2018 年 4 月頃から変動源の体積が増加していたが，2019 年 1 月頃から再び減少してい

る（図９）． 

２．山頂部三原山における変動 

局所的な沈降・収縮が継続している（図１０，１１，１２）． 

短期的な収縮・膨張を繰り返しながら，長期的にはマグマ蓄積を示唆する全島的な膨張が

続いている．長期的な膨張は 2010 年頃から鈍化が認められたが，2013 年頃から概ね 2010

年以前の膨張速度に戻っている． 

G20 

G22 

G27 

G23 

G12 

G10 

G09

G05 

G24

G18

G21 

G07 

(G17) 

960595 

960594 

93055 

G14 

(G15) 

G01 
G26

G11 

G06 

93051 

G03 

G29 

三原山 

図１ GNSS および体積ひずみ連続観測点位置

体積ひずみ計

GNSS 気象研究所 気象庁 国土地理院

( ): 2011 年 12 月まで 

体積ひずみ
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伊豆大島 

短周期成分 
赤線：長周期成分 

〇： 面積ひずみの経年変化 

１．全島的変動 

１－１．長期的膨張 

(基線長変化) 

・長期的な伸長傾向に，短期的な短縮・伸長が重なっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(面積ひずみ経年変化) 

・長期的には膨張傾向である．2010 年頃から鈍化していたが，2013 年頃から概ね 2010 年以前の膨

張速度に戻っている． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 

(1) 

(2) (3) 

(3) 

(7) 
(5) 

(2) 

(4) (6) 

(5) 

(6) (4) 

(7) 

:アンテナ更新（オフセット補正済） 

図 2 1997 年 10 月 1 日から 2019 年 3 月 30 日までの基線長変化． 

図 3 2001 年 3 月から 2019 年 3 月までの面積ひずみの経年変化． 
（左）地図中の×における面積ひずみの経年変化（30 日毎）とその長周期成分．（右）短周期成分．

1) 面積ひずみの経年変化： 30 日毎に求めた平均座標から面積ひずみを算出，それを積算した経年変化．左図●の 5 観測点を使用． 

2) 長周期成分： 3 次平滑化スプライン法により推定． 

3) 短周期成分： 1)から 2）の長周期成分を除いた残差． 
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(II)
(I) 

(IV) (VI)
(III) (V) (VII)

(VIII) 
(IX) 

(1) 

(2) 

(4) 
(5)

(6) 

(7) (8) 

(3) 

(X) 
(XI) 

(XII) 
(XIII) 

１－２．短期的収縮・膨張 

(基線長変化) 

・2018 年 4 月頃から膨張傾向であったが，2019 年 1 月頃から収縮に転じた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(体積ひずみデータ短周期成分) 

・短期的収縮・膨張の振幅は徐々に増大している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 2009 年 3 月 1 日から 2019 年 3 月 30 日までの基線長変化． 

図 6 1997 年 1 月から 2019 年 5 月までの面積ひずみ短周期成分の経年変化． 
（上）左図三角形で示された GNSS３観測点から算出した面積ひずみ． 
（下）体積ひずみから換算した面積ひずみ（3μstrain 下にずらしてプロット）．

図 5 1990 年 10 月から 2019 年 5 月までの体積ひずみ短周期成分の経年変化． 

体積ひずみ計 

気圧補正，温度補正，ハイパスフィルタ（3 年） 

体積ひずみから換算

GNSS 変位から算出

気圧補正 

:アンテナ更新（オフセット補正済） 

(8) 

(3) 

(4) 

(1) 

(2) 

(5) 

(6) 

(7) 
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(変動源)  （図３で示した長周期成分は未除去； 期間(I)から(XIII)は図４参照） 

・収縮・膨張はカルデラ北部を中心として繰り返している． 

・茂木モデルを仮定し変動源の位置を推定すると，収縮源・膨張源はカルデラ北部下に求められる． 

 

主ひずみ・面積ひずみ       変動源 

 

 
 

 

 

体積変化量 

・2018 年 4 月以降変動源の体積増加が続いていたが，2019 年 1 月頃から再び減少し始めた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 収縮期・膨張期の主ひずみ・

面積ひずみ分布（年率）．局所的な

収縮が続く三原山の観測点は除外． 

図 8 収縮源・膨張源の位置． 
データ： 相対変位 3 成分 
（カルデラ内観測点は除外） 

図 9 ソースをカルデラ北部深さ 4.4km に置いた場合の 2009年 1月からの積算体積変化量（赤線）

および各期間の平均体積変化率（青線）．

(I) (II) (III) (IV) (V) (VI) (VII) (VIII) 

2018/4/1~2018/12/31 

    (XIV):膨張 

2017/8/31~2018/4/1 

    (XIII):収縮 

(IX) 

各期間の平均体積変化率 [m3/day] 

積算体積変化量 [m3] 

 

●：(I) 収縮期 
●：(II) 膨張期 
●：(III) 収縮期 
●：(IV) 膨張期 
●：(V) 収縮期 
●：(VI) 膨張期 
●：(VII) 収縮期 
●：(VIII) 膨張期 

●：(IX) 収縮期

(X) (XI) 

●：(X) 膨張期

●：(XI) 収縮期

(XII) 

●：(XII) 膨張期

●：(XIII) 収縮期

(XIII) 
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G23 

G22 
G21 

G20 

G27 

変動源を挟む基線 

(II) (IV) (VI) (VIII) 
(I) (III) (V) (IX) (VII) 

G23 

G22 
G21 

G20 

G27 

(X) 

(XI) 

(XII) 

(XIII) 

 

２．山頂部三原山における変動 

 三原山ではほぼ定常的に沈降収縮が継続している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：オフセット補正済 

図 10 （左）基線と短期的収縮・膨張の変動源との位置関係（●：変動源）．（右）三原山火

口西（G20）を基準とした基線長変化（2009 年 3 月 1 日から 2019 年 3 月 30 日まで）．G20

は 3/19，G22 は 3/2 までのデータ．その後更新したので，接続予定． 

：オフセット補正済 

図 11 北西カルデラ縁（G07）を基準とした三原山観測点の上下の相対変位（2009 年 3 月 1 日

から 2019 年 3 月 30 日まで）．火口周辺の観測点が継続的に沈降している．G20 は 3/19，G22

は 3/2 までのデータ．その後更新したので，接続予定． 

G07 

三原山 
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伊豆大島 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】繰り返し観測の結果 

 

 

 

水平変位補正あり 

図 12 北西カルデラ縁（G07）を基準とした三原山観測点の相対変位（2016 年 3 月 31 日から

2019 年 3 月 30 日まで）．（右）推定される変動源（図 10（左）参照）とその体積変化量（図

9 参照）から求められる各点の水平変位を補正したもの．火口付近の収縮が明瞭になってい

る．G20 は 3/19，G22 は 3/2 までのデータを線形補間． 

G07 

G20 

 

G07 

G20 

 
G22 

G23 

G22 

G23 

図 13 2001 年 4 月から 2019 年 3 月までの北西カルデラ縁（G07）を基準とした繰り返し観測

点の基線長の変化．(1)～(5)の基線では，長期的な伸長が観測されており，短期的な膨張収縮

もみられる．(6)G23-G07 の基線長には，三原山火口周辺の局所的な変動を受け（図 12 参照）

わずかな収縮がみられる． 
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伊豆大島 

３．カルデラ内における変動（光波測距観測） 

連続観測によると，伊豆大島カルデラ内の測線（図14）は2019年１月頃から収縮に転じている

（図 15）． 

 

0 0.5 1

km

A2

A1

M1 M2
M3

M4
M5

M6

M7

M8
M9

M10

M11

M12
M13 M14

M15
M16APS

Reflector
 

 

 

 図 14 伊豆大島カルデラ内の光波測距連続観測点配置図と測線 
A1,A2：機械点 M1～16：反射点
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図 15 伊豆大島カルデラ内の斜距離変化（2009 年 4 月 1 日～2019 年 6 月１ 日）． 
30 分サンプリングデータを日平均した．光波データの気象補正には，気象庁メソ数

値予報モデルの客観解析値（MANAL）を用いた（高木・他, 2010）． 
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伊豆大島 

 

伊豆大島における地磁気全磁力変化 

 

 三原山火口周辺の全磁力観測点では火山活動によるとみられる有意な変化は認められ

ない。 

 

○観測の結果 

気象庁地磁気観測所では、2007年3月末から伊豆大島三原山火口北側の約40m離れた2点（MIK1、MIK2）

において、また気象庁地震火山部では、2013 年 3月末から元町津倍付(TBT)、三原山北東(MHR_NE)、三

原新山南西(MHS_SW)において地磁気全磁力連続観測を実施している。全磁力繰り返し観測については

2003 年より観測を開始し、数回の休止期間を挟んだ後、2015 年から観測を再開している（第１図）。 

2007 年 3月から 2019 年 5 月までの期間について、連続観測点 MIK1、MIK2、MHR_NE、MHS_SW で得られ

た全磁力日平均値と、参照点として利用した OSM（東京大学地震研究所:火口の北西約 4.8 km、TBT 観測

点のごく近傍）の全磁力日平均値との差を第 2 図に、年周変化除去後の変化を第 3 図に示す。2019 年 6

月までの各繰り返し点における全磁力繰り返し観測の結果を第 4図に示す。 

年周変化除去後の全磁力差は、MIK1 では 2015 年頃まで約 3nT/年の増加傾向であったが、2016 年以降

はほぼ横ばいの傾向となっている。MIK2 では 2012 年頃まで約 6nT/年の増加傾向であったが、2013 年頃

から増加傾向がやや鈍化し、2015 年以降はほぼ横ばいの傾向となっている。MHR_NE では 2017 年に若干

の減少傾向が見られたが、2018 年以降は横ばいとなっている。MHS_SW では 2015 年 7月ごろから約 3nT/

年程度の減少傾向が見られていたが、2017 年 12 月以降は横ばいとなっている。 

繰り返し観測では、2017 年 6 月と 2018 年 5月の間では多くの観測点で減少傾向が見られていたが、

2019 年 6月の観測では No.3,No.10,MIE2 以外の観測点では増加傾向となっている。いずれの変化も火山

活動による可能性があるが、山体を熱源とした熱消磁もしくは帯磁のパターンは見られないため、三原

山の活動を反映したものであるかは不明である。 
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伊豆大島 

 
第 1 図 地磁気全磁力観測点配置図 (◎: 地磁気観測所連続観測点 ○: 気象庁地震火山部連続観測点 

●: 東京大学地震研究所連続観測点 △：地磁気観測所繰り返し観測点) 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の「数値地図 50m メッシュ（標高）」

を使用した（承認番号平 29 情使、第 798 号）

 

第 2 図 2007 年 3 月から 2019 年 5 月までの連続観測点 MIK1、MIK2、MHR_NE、MHS_SW における全磁力日

平均値と参照点 OSM の日平均値との差 

 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

MIK2-OSM

全磁力差（年周変化補正前）

＊

＊

＊

MIK1-OSM

20
nT

/d
iv

＊
＊

＊：観測装置の障害やデータ異常による欠測

20
nT

/d
iv

＊

＊

MHR_NE-OSM

MHS_SW-OSM

＊

＊

＊

＊
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第 3 図 年周変化補正を施した場合の全磁力日平均値差（上図：期間 2007 年 3 月～2019 年 5月、下図：

期間 2017 年 1月～2019 年 5 月） 

年周変動は、MIK1、MIK2 では 2007 年から 2014 年までのデータの平均値から、MHR_NE、MHS_SW では周

期 365.242 日の三角関数を仮定して推定した。 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全磁力差（年周変化補正実施）

MIK1-OSM

MIK2-OSM

20
nT

/d
iv

MHR_NE-OSM

MHS_SW-OSM

2017/1 2017/7 2018/1 2018/7 2019/1

20nT/div

MIK1-OSM

MIK2-OSM

MHR_NE-OSM

MHS_SW-OSM
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第 4 図 2003 年から 2019 年までの繰り返し観測における全磁力変化(OSM 基準) 

No.1

No.2

No.3

No.4

No.6

No.7

No.8
No.9

No.10
No.11

MIE1

MIE2No.13

伊豆大島全磁力繰返し観測

（高さ2m、参照点：東京大学地震研究所OSM観測点）
20nT/div
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第１４４回火山噴火予知連絡会        東工大草津・気象研・東大院理・東海大 

伊豆大島 

ドローンを用いた伊豆大島三原山火口底の噴気ガス組成観測 
 
2019年6月4日における伊豆大島三原山火口底噴気（火口底北側主噴気と呼称）の H2O/CO2 

モル比は約 45 と推定された．この測定中，CO2 濃度は最高 580 ppm であったが，H2S およ

び SO2 は測定限界以下であった． 

 
図1．(a) 離発着場および火口底北側主噴気の位置．（b) 赤外吸光式 H2O/CO2 分析計 LI-850（CO2 と H2O 
ノイズレベルは，それぞれ最大1および10 ppm）による測定例．噴気ガスをセンサが通過する際，H2O と 
CO2 の両方にノイズレベルの10倍を超える明瞭な信号が認められた11例を線形近似し，その R2 値が0.9
以上の8例について平均値を計算した結果，H2O/CO2 モル比は約44.5と求められた．なお，各ピークから

求めたモル比の最大は53.1，最小は36.2であった．本図は最も相関の高い例（peak 7）である． 
 

 
図2．(a) DJI M600 PRO にガスアナライザLI-850を吊り下げ，三原新山に設定した離発着場を離陸する様

子．2019年6月4日11時20分頃．(b) 噴気ガス濃度計測中の様子．LI850をウインチにてドローンから約

50 m降下させた様子． 
 
謝辞：本調査は気象庁伊豆大島火山防災連絡事務所，大島町役場および環境省のご協力を頂きました．本観

測は文部科学省「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」に基づき実施しました． 

(a)                        (b) 

(a)                           (b) 
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伊豆大島(1)

図１． 2017年6月以降の地震活動．赤：カルデラ内地震，青：周辺部地震
灰色：2004年1月以降の震源分布．構造探査で推定した速度構造を用い，
観測点補正値を入れて震源を再決定した．
地図の作成にあたり国土地理院の数値地図（50mメッシュ）を利用した．

●伊豆大島の最近の活動

　2004年からの地震活動，GPSによる基線長変化を見ると，2004～2009年は，約2～3年間隔で
山体の収縮とその後の急激な膨張と言うサイクルが規則的に発生した．それ以降は，そのサイ
クルが短くなり，約１年周期となっている．地震活動は山体膨張に同期して高まる．特に，カルデ
ラ内浅部で発生する地震の活動度は，山体膨張から推定される歪レートと良い相関がある．
2010年以前とそれ以降を比べると，2010年以降は地殻変動量に比べて地震活動度は相対的に
活動度が高い状態が続いていたが，2017年春頃にはその傾向が徐々に収まり，最近は2010年
以前と同じ状態になりつつある．
　特にこの１年間ではカルデラ内浅部の地震は，山体膨張に伴い2018年12月頃に活動が極大に
なりその後静穏化した．また，周辺部では2019年2月に西岸で群発地震活動があった．
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(2)

東西　南北　測線斜距離

図３．地震活動と地殻変動の関係（国土地理院のGEONETのデータも利用した）

図２．　カルデラ内地震（上）と周辺部地震（下）の地震活動度の時間変化

地
震
活
動

基
線
長
変
化
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(3)

図１．　図２に示す伊豆大島のGPS基線

図２．伊豆大島の東西方向基線長変化．各測線上図は変化の各成分．下図は基線長変化
　　　括弧の数字は地図上の基線に対応．（2014年6月～2019年5月）

0 5

km

(1)

(2)

(3
)

(4
)

GSI

ER I

GPSによる地殻変動の状況

　現在の観測体制が取られてから，短期的な山体
膨張と収縮を繰り返しながらも長期的には膨張が
継続している．2010年頃まで短期的な変動は約３
年周期で膨張収縮を繰り返していたが，2011年以
降，約１年周期となっている．
　この1年では，2018年4月頃から膨張を開始して，
12月頃まで膨張し，その後収縮していたが，2019年
6月になって膨張を開始した模様である．
◎解析には国土地理院，東京大学地震研究
所の観測データを用いた．

（１）～（４）：東西方向基線長変化
（５）～（８）：南北方向基線長変化
（９）～(16)：泉津（北東部）からの基線長変化
(17)～(24)：観測所（西部）からの基線長変化
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伊豆大島
第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(4)

図３. 南北基線．図６に時間変化
　　を示す．

図６．伊豆大島の南北方向基線長変化．各測線上図は変化の各成分．下図は基線長変化
　　　括弧の数字は地図上の基線に対応．（2014年6月～2019年5月）

図４．泉津を中心とした基線
　次頁図７に時間変化を示す

図５．大島観測所を中心とした
基線．次々頁図８に示す．
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会
東京大学地震研究所

伊豆大島(5)
図７．伊豆大島・泉津を中心とした基線長変化（2014年6月～2019年5月）．
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(6)図８．伊豆大島・観測所を中心とした基線長変化（2014年6月～2019年5月）．
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(7)

図図99．．上上図図：：カカルルデデララ内内浅浅部部のの地地震震活活動動（（MM>>--00..88，，５５日日毎毎のの地地震震数数））．．下下図図：：潮潮汐汐のの体体積積膨膨張張成成分分とと地地
震震活活動動のの高高ささ．．118800日日のの時時間間窓窓をを6600日日ずずつつずずららししてて，，各各時時間間窓窓でで活活動動をを潮潮汐汐のの出出現現時時間間がが等等ししくくななるる
よよううにに潮潮汐汐のの応応力力値値をを区区分分しし，，そそれれぞぞれれのの区区間間内内ででのの地地震震活活動動がが相相対対的的にに高高いい（（赤赤))かか低低いい（（青青））かか
をを色色でで示示ししたた．．22001122～～22001177年年ににかかけけててはは，，潮潮汐汐値値のの大大ききいい時時（（断断層層面面張張力力がが働働くく時時））にに有有意意にに地地震震
がが多多くく発発生生ししたた．．ここのの様様子子はは次次ペペーージジ図図1111でで統統計計的的検検定定でで確確認認さされれたた．．

カルデラ内浅部の地震活動による揮発性成分の検出

地下でマグマからの分離して上昇してきた揮発性成分が増えると，既存の断層面の法線応力が小
さくなり，地震の発生確率が相対的に大きくなると考えられる．逆に揮発性成分が少なくなると，法
線応力成分が大きくなり，断層が動きにくくなるため，地震が減ると考えられる．このような考え方か
ら地震活動の変化によって，揮発性成分の検出ができないか検討している．

図９は，地震活動度と潮汐の関係を示す．震源域で揮発性成分が増えると，断層面が臨界に近づ
き，潮汐のような微小な応力変化でも地震が起きやすくなると考えられ，地震活動とと潮汐と相関を
持つと考えられる．2012～2017年の期間は，潮汐が大きい時に地震が多発していることから，一時
的にマグマの活動が高まったと考えられる．

図10（次頁）は，Diterich(2000)の速度状態依存測を用いて地震活動から推定した応力と地盤変動
から推定した応力を比較し，その差から断層面で間隙圧の時間変化を推定した．

図11（次頁）は潮汐と地震活動度の相関を統計的に検知した結果と，b値の時間変化を示す．実験
によると，水圧破砕（間隙圧が高い状態での地震発生に相当）では，b値が大きいとされている．

カルデラ内浅部の地震活動
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伊豆大島第144回火山噴火予知連絡会 東京大学地震研究所

伊豆大島(8)
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図図1100．．上上図図：：カカルルデデララ内内浅浅部部のの地地震震活活動動．．中中図図：：青青線線はは圧圧力力源源ソソーーススのの体体積積変変化化かからら推推定定さされれるる
震震源源域域ののΔΔCCFFFF，，赤赤線線はは地地震震活活動動度度かからら推推定定さされれるるΔΔCCFFFF．．下下図図：：中中図図をを元元にに推推定定ししたた震震源源域域ででのの
等等価価間間隙隙流流体体圧圧（（22000033年年1111月月～～22001199年年55月月））．．

図11．上図：カルデラ内浅部の地震活動．中図：潮汐との相関の統計テスト（棄却率）．値が小さいほど，
統計的に潮汐と相関があることを示している，赤はカイ２乗テスト，青はSchusterテスト．
下図：GR則の b 値の時間変化（600個ごとに値を求めた）．
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第 144回火山噴火予知連絡会                  東京大学地震研究所 
 

伊豆大島全磁力 
三原山南側外輪内の複数の点で、前回の噴火以降再帯磁に伴う全磁力の増加傾向が鈍化し

ていることが認められる。カルデラ外南側の点は従来の変化傾向が反転しつつある、今後

の変化に引き続き留意する必要がある。なお、2015 年末からの変化は地磁気永年変化によ

る可能性がある（気象庁地磁気観測所浅利氏私信）ため、解析を高度化する余地がある。 

 
三原山外輪南側の点 MI0、MI1 は、ここ数年の微増傾向が変わらず継続している。 

 
三原山東側の MIE は 2008 年頃以降増加に転じたが、近年はその傾向が反転しつつある。 

伊豆大島 
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第 144回火山噴火予知連絡会                  東京大学地震研究所 

 
A 火口北西の OMT は減少傾向が継続している。 

 
カルデラ外に位置する南側の FUT, HAB の増加傾向が停滞し反転しつつある。 

 
基準値の永年変化に大きな変動・異常は見られず、基準値は正常であることがわかる。 

伊豆大島 
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第 144回火山噴火予知連絡会                  東京大学地震研究所 
 

伊豆大島三原山の見掛け比抵抗変化 
 

見かけ比抵抗は、ここ 10 年余は安定して推移している。1 年ほど前より三原山浅部の比抵

抗値がいずれの測線でも 5%ほど減少している。いずれの電極ペアもほぼ同じレートの変化

のため、送信電極の局所のみでの変化によるものと考えられる。また、自然電位は電極４

（山の下側、カルデラフロア）での自然電位が相対的に上昇し、かつ、年周変化が減少し

ている。比抵抗値には変化がないと考えられることから、電極近傍の比抵抗値の影響とみ

られる。地下水流（主に天水）が不活性化あるいは飽和状況が継続していることで低比抵

抗化と年周変化の不明瞭化が生じていることが示唆される。ここ最近の傾向に特段の変化

は見られていないが、今後も注視していく。 

 
 
 
左図は人工直流定電流印加による受信電圧測定値、比抵抗の変化に相当する。 
右図は自然電位測定値。 
上段が電極２－３（山の上流―中流）、中段が電極２－４（山の上流―下流）、下段が電

極３－４（山の中流―下流）のペアの電圧値を示す。               
     伊豆大島 
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第 144 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

伊豆大島 

 

伊豆大島の火山活動について 

 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

GJKV=地震計（短周期)、傾斜計、磁力計、温度計、雨量計 

OOHV=地震計（短周期、広帯域)、傾斜計、磁力計、気圧計、温度計、雨量計、歪計 

ODKV=地震計（短周期、広帯域)、傾斜計、磁力計、雨量計 

OSMV=地震計（短周期)、傾斜計、温度計、雨量計 

 

資料概要 

○ 地震活動と地殻変動 

2019 年 2 月 12 日～17 日に西方沖で群発地震活動があった。（図１）。傾斜計観測では、2018

年末頃より、OOHV 観測点に島の収縮に伴う南西下がりの傾斜変動がみられる。（図２）。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会                防災科学技術研究所 

伊豆大島 

 

伊豆大島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30，15km 以浅）  
 

 
 

震源決定には，気象庁の観測点（位置は図中）も使用した。 

  

図 1 伊豆大島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30,15km 以浅） 
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伊豆大島 

 

 

 

 
 

図 2 伊豆大島の傾斜変動 
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伊豆大島

伊豆大島周辺の各観測局情報

伊豆大島周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

伊豆大島

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

伊豆大島島内の基線は周期的に伸び縮みを繰り返しています。2019年１月頃からは縮み
の傾向が見られます。なお、長期的には島全体の膨張が続いています。

93053
河津

960596
利島

960628
下田

970814
下田２

019055
Ｔ泉津

089075
Ｍ三原山
火口北Ａ

93051
大島１

93055
大島２

93051
大島１

93055
大島２

93086
南伊豆２

960594
大島３

960595
大島４

4

3

2
1

5

50′

40′

34°30′

′02′01°931′05

点番号 点名 日付 保守内容
93055 大島２ 20170322 アンテナ交換
960594 大島３ 20170201 受信機交換
960595 大島４ 20170201 受信機交換
019055 Ｔ泉津 20140924 アンテナ・受信機交換

20140924 伐採
20151027 伐採
20151217 伐採
20160310 伐採
20190125 伐採

089075 M三原山火口北A 20140925 アンテナ・受信機交換
20150514 レドーム開閉
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伊豆大島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

国土地理院●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2014/07 伊豆大島北部地震活動
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伊豆大島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

国土地理院●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

比高変化グラフ（長期） 比高変化グラフ（短期）
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伊豆大島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

伊豆大島の地殻変動(上下:左３か月,右１年）

伊豆大島の地殻変動(水平:左３か月,右１年）

国土地理院・気象庁

※ベクトル図の白抜き矢印は保守等によるオフセットの補正を意味する

第１４４回火山噴火予知連絡会

庁象気・院理地土国)595069(４島大:局定固

庁象気・院理地土国)595069(４島大:局定固

庁象気・院理地土国)595069(４島大:局定固

庁象気・院理地土国)595069(４島大:局定固

基準期間:2018/05/16～2018/05/25[F3:最終解]
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GNSS

・(11)　2014/09/26に実施したNo.11ミラー機器交換に伴うオフセットは未補正

・(8)　 2015/05/5に実施したNo.8ミラー機器交換に伴うオフセットは未補正

・2015/07～2015.09　器械点の機器不良のため欠測

三原山APS観測点情報
点情報 日付 保守内容 点番号 日付 保守内容
器械点 20130124 機器移動（数cm） ミラー 20140318 N0.9機器更新

20130221 機器移動（数cm） 20140530 No.1機器更新
20130728-0819 機器故障 20140926 No.11機器更新
20131020-1110 機器故障 20150515 No.8機器更新
20140930-1006 機器故障 20151028 No.2機器交換
20141009 機器更新 20151029 No.7機器交換
20141215 機器更新 20151030 No.4機器交換
20151027-1029 機器移動（数mm） 20151218 No.10機器交換

20170622 No.8機器交換
20170622 No.11機器交換
20180208 No.3機器交換
20180208 No.7機器交換
20180618 No.11機器交換
20180619 No.4機器交換
20180619 No.4機器交換
20180815 No.8機器交換

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

三原山APS観測点情報
点情報 日付 保守内容 点番号 日付 保守内容
器械点 20130124 機器移動（数cm） ミラー 20140530 No.1機器更新

20130221 機器移動（数cm） 20140926 No.11機器更新
20130728-0819 機器故障 20150515 No.8機器更新
20131020-1110 機器故障 20151028 No.2機器交換
20140930-1006 機器故障 20151029 No.7機器交換
20141009 機器更新 20151030 No.4機器交換
20141215 機器更新 20151218 No.10機器交換
20151027-1029 機器移動（数mm） 20170622 No.8機器交換

20170622 No.11機器交換
20180208 No.3機器交換
20180208 No.7機器交換
20180618 No.11機器交換
20180619 No.4機器交換
20180619 No.4機器交換
20180815 No.8機器交換
20190524 No.8機器交換
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第１４４回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 伊豆大島 

伊豆大島の SAR干渉解析結果について 

 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向 

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

(a) 2018/03/25-2019/02/24 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

 (a) (b) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2018/03/25 
2019/02/24 

23:38頃 
(336日間) 

2018/11/29 
2019/03/21 

11:43頃 
(112日間） 

衛星進行方向 北行 南行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U 
入射角 35.0° 40.1° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 795m + 222m 
*U: 高分解能(3m)モード 
 

 

(b) 2018/11/29-2019/03/21 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 
背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 

国土地理院 GNSS観測点 

国土地理院以外の GNSS観測点 
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伊豆大島の茂木ソースの位置と体積変化
時間依存のインバージョン解析

139̊20' 139̊30'34̊40'
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x106 m3
体積変化

第１４４回火山噴火予知連絡会

伊豆大島

国土地理院・気象庁
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時間依存のインバージョン
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第１４４回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

伊豆大島

期間：2019年5月5日まで
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水平

上下

伊豆大島の周辺の地殻変動（観測値：黒と計算値：白の比較)

139̊20' 139̊30'

34̊40'

34̊50'
2012/1/1-2019/5/5

10 km

観測
計算

2cm

139̊20' 139̊30'

34̊40'

34̊50'

10 km

観測 計算
2cm

2012/1/1-2019/5/5

第１４４回火山噴火予知連絡会

伊豆大島

国土地理院・気象庁
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第 144 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

新島 

 

新 島     （2019 年５月 31 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 
 
○ 概況（2019 年２月～５月 31 日） 

 

・噴気など表面現象の状況（図２） 

 式根（丹後山の西南西約４km）に設置している監視カメラでは、噴気は認められな

かった。 

 

・地震活動（図３－①②、図４） 

３月 19 日に新島付近を震源とするマグニチュード 3.1 の地震が発生し、新島村で

震度３を観測した。また、５月 20 日には新島付近を震源とするマグニチュード 2.1

の地震が発生し、新島村で震度１を観測した。これらの地震の発生前後で、火山活動

には特段の変化はみられなかった。 

地震活動は低調に経過し、火山性微動は観測されなかった。 

 

 ・地殻変動（図１、図３－③～⑤、図５） 

 GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によるとみられる地殻変動は認められ

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学及び国立研究開発法人防災科学技術研究所及び東京都のデータを利用

して作成した。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

新島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
図１ 新島 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、（都）：東京都 

GNSS 基線③～⑤は図３の③～⑤に対応している。 

この図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50ｍメッシュ 

（標高）』を使用した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 新島 丹後山周辺の状況（５月 17 日、式根監視カメラによる） 

↓丹後山 
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第 144 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

新島 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 新島 火山活動経過図（2010 年８月～2019 年５月 31 日） 
①② 新島周辺の日別地震回数  

③④⑤ GNSS 連続観測による基線長変化 （国）：国土地理院 

③～⑤は図１の GNSS 基線③～⑤に対応している。 

グラフの空白期間は欠測を示す。 

【計数基準の変遷】 

Ａ型地震   

2010 年 10 月１日（観測開始）～  瀬戸山南から半径８km、深さ 20km 以内 

BH 型地震 
初期  2010 年８月２日～2013 年９月 30 日  瀬戸山南振幅 0.8μm/s 以上 

変更  2013 年 10 月１日～   瀬戸山南振幅 4.0μm/s 以上 

2010 年 10 月１日 

観測開始 

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震 

2010 年８月２日 

観測開始 

計数基準変更 

2010 年 10 月１日 

観測開始 

国土地理院機器交換 

国土地理院機器交換 

2010 年 10 月１日 

観測開始 

←機器障害 

←機器障害 

←機器障害 

←機器障害 
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第 144 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

新島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：2009 年１月１日～2019 年１月 31 日 ○：2019 年２月１日～５月 31 日 

 

図４ 新島 一元化震源による山体・周辺の地震活動 

（2009 年１月１日～2019 年５月 31 日） 
表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれていることがある。 

この図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50ｍメッシュ（標

高）』を使用した。 

 

・３月 19日にマグニチュード 3.1、５月 20 日にマグニチュード 2.1 の地震が発生し、新島村 

でそれぞれ震度３及び震度１を観測した。これらの地震の発生前後で、火山活動には特段の 

変化はみられなかった。 

・今期間、新島付近を震源とするＡ型地震の発生回数は少なく、地震活動は低調に経過した。 

 

 

南 

北 

５月 20 日 17 時 04 分 M2.1 

３月 19 日 23 時 35 分 M3.1 
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第 144 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

新島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 新島 瀬戸山南観測点における傾斜変動 

（2016 年６月１日～2019 年５月 31 日） 

 
・今期間、火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。 

 

 

 

 

 

２μrad 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

神津島 

 

 神 津 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

 噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 
 
○ 概況（2019 年２月～５月 31 日） 
 

・噴気など表面現象の状況（図２） 

前浜南東（天上山の南西約３km）に設置してある監視カメラでは、天上山山頂部に

噴気は認められなかった。 

 

・地震活動（図３－①②、図４） 

神津島付近を震源とする火山性地震の発生は少なく、地震活動は低調に経過した。

火山性微動は観測されなかった。 
 

・地殻変動（図１、図３－③～⑥、図５） 

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によるとみられる地殻変動は認められ

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び東京都のデー

タを利用して作成した。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

神津島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 神津島 観測点配置図 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、（都）：東京都 

神津島１から神津島 1A に 2014 年９月 19 日移設。 

GNSS 基線③～⑥は図３の③～⑥に対応している。 

この図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および 

『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 神津島 天上山山頂部の状況（2019 年５月 22 日、前浜南東監視カメラによる） 

↓天上山 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

神津島 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 神津島 火山活動経過図(2010 年８月２日～2019 年５月 31 日） 
図の灰色部分は機器障害のため欠測。 

①②  神津島周辺の日別地震回数 

③～⑥ GNSS 連続観測による基線長変化 （国）：国土地理院 

③～⑥は図１の GNSS 基線③～⑥に対応している。 

神津島１から神津島 1A に 2014 年９月 19 日移設。 

※走る間観測点付近の植生による影響。 

・今期間、地震活動は低調に経過した。 
・火山活動によるとみられる地殻変動は認められない。 

【計数基準の変遷】 

Ａ型地震： 2010年10月１日（観測開始）～  天上山西から半径５km、深さ15km以内 

BH型地震： 2010年８月２日～2013年９月30日  天上山西振幅0.8μm/s以上 

2013年10月１日～   天上山西振幅4.0μm/s以上 

2010 年８月２日 

観測開始 2013 年 10 月 1 日 

計数基準変更 

2010 年 10 月１日 

観測開始 

2014 年９月 19 日 

解析開始 

2010 年 10 月１日 

解析開始 

2014 年９月 19 日 

解析開始 

2010 年 10 月１日 

解析開始 

神津島１(国)移設 

※ ※ ※ 
※ 

※ 
※ ※ ※ 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

神津島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 神津島 一元化震源による山体・周辺の地震活動（2009 年１月１日～2019 年５月 31 日） 
この図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50ｍメッシュ 

（標高）』を使用した。 

・神津島の山体及びその周辺に震源が求まる地震はなく、地震活動は静穏に経過している。 
 

○：2009 年１月１日～2019 年１月 31 日 ○：2019 年２月１日～2019 年５月 31 日 

天上山 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

神津島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 神津島 天上山観測点における傾斜変動（2016 年６月１日～2019 年 5 月 31 日） 
 

・火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。 

 

 

 

 

1μrad 
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            三 宅 島  （2019 年５月 31 日現在） 

 
山頂火口からの火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は少ない状態で経過して

いるが、山頂火口内の主火孔における噴煙活動が継続していることから、火

口内での噴出現象が突発的に発生する可能性があるので、山頂火口内及び主

火孔から 500ｍ以内では火山灰噴出に警戒が必要である。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 
 

○概況（2019 年２月～2019 年５月 31 日） 
・噴煙活動及び火口付近の状況（図１-①、図２-①、図３～６） 

山頂火口からの噴煙の高さは概ね 400ｍ以下で経過した。 

今期間に実施した現地調査では、山頂火口南側内壁に位置する主火孔及びその周辺

で引き続き高温領域が認められ、これまでと比べて火口内の地形及び高温領域の分布

に特段の変化は認められなかった。 
 
・火山ガス放出の状況（図１-②、図２-②、表１） 

山頂火口からの火山ガス（二酸化硫黄）放出量は、2016 年８月 19 日以降の観測で

はいずれも数十トン以下と少ない状態で経過している。三宅村の観測でも火山ガスは

少ない状態で経過している。 
 
・地震活動（図１-③～⑤、図２-③～⑤、図７） 

山頂火口直下を震源とする火山性地震は少ない状態で経過した。震源はほとんどが

山頂火口直下に分布しており、これまでと比べて特段の変化はみられなかった。 
 
・地殻変動（図１-⑥⑦、図２-⑥⑦、図８～10） 

GNSS 連続観測では、2000 年以降、山体浅部の収縮を示す地殻変動は徐々に小さく

なり、2016 年５月頃から停滞している。山体深部の膨張を示す島内の長距離の基線

は、2006 年頃から伸びの傾向がみられていたが、2017 年１月頃から鈍化している。 

 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、国立研究開発法人産業技術総合研究所、国立研究開発法人防

災科学技術研究所及び東京都のデータを利用して作成した。 

64



第 144 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

                                               三宅島 

 
 

図１ 三宅島 長期火山活動経過図（2000 年１月１日～2019 年５月 31 日） 
※図の説明は次ページに掲載。 
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図２ 三宅島 短期火山活動経過図（2014 年１月１日～2019 年５月 31 日） 

図１（図は前頁に掲載）、図２の説明 

注１） 図１②は、気象庁火山課、三宅島火山防災連絡事務所、産業技術総合研究所地質調査総合センター及び東

京工業大学火山流体研究センターが共同で実施。2000 年９月以降は COSPEC Ⅴ型（Resonance 製）、2005

年５月以降は COMPUSS による観測結果をもとに作成。また、2005 年 11 月までは海上保安庁、陸上自衛隊、

海上自衛隊、航空自衛隊、東京消防庁及び警視庁の協力を得て観測したデータを含む。なお、一部データ

がグラフ表示上でスケールアウトしている。 

注２） 図１及び図２の⑥⑦は、図９（GNSS 基線図）の GNSS 基線⑪①に対応する。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

注３） 図１及び図２の③～⑤は、地震タイプ別の計測を開始した 2001 年から掲載。 

計数基準：2012 年７月 31 日まで：雄山北東観測点 S-P 時間 3.0 秒以内、上下動 12μm/s 以上 

2012 年８月～11 月：雄山南西観測点 S-P 時間 3.0 秒以内、上下動 5.5μm/s 以上 

2012 年 12 月～：雄山南西観測点 S-P 時間 3.0 秒以内、上下動 6.0μm/s 以上 
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図３ 三宅島 山頂部の噴煙の状況（2019 年３月 27 日、坪田監視カメラ） 

橙色丸内が噴煙。 

 

 
 

   
図４ 三宅島 図５の撮影位置と撮影方向 

2018 年７月の観測から撮影場所を変更している（2018 年６月まで：灰色矢印、2018 年７月以降：青矢印）。 

 

 

 

 

 

主火孔 

2018 年 6 月まで 2018 年 7 月以降 
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2019 年５月 13 日 07 時 01 分（曇り、気温 14.6℃、湿度 79.3％、気圧 945.8hPa、風速 2.2m/s） 

 

 
2019 年４月 17 日 07 時 04 分（曇り、気温 13.1℃、湿度 56.4％、気圧 945.4hPa、風速 3.0m/s） 

 

 
2018 年５月 11 日 07 時 16 分（曇り、気温 15.1℃、湿度 70.3％、気圧 941.5hPa、風速 2.4m/s） 

 

図５ 三宅島 山頂火口内の状況 
図中の赤四角は図６の赤外熱映像の範囲を示す。 

 山頂火口内の地形及び噴気の分布に特段の変化は認められなかった。 

 

主火孔 

主火孔 

主火孔 
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図６ 三宅島 赤外熱映像装置による山頂火口内の地表面温度分布 

主火孔内及びその周辺で引き続き高温領域が認められた。高温領域の分布には特段の変化は認めら

れなかった。 

2019 年５月 13日 07 時 29 分（曇り、気温 14.6℃、湿度 79.3％） 

2019 年４月 17日 07 時 27 分（曇り、気温 13.1℃、湿度 56.4％） 

主火孔 

主火孔 

主火孔 

2018 年５月 11日 07 時 38 分（曇り、気温 15.1℃、湿度 70.3％） 
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表１ 三宅島 ４ヶ月毎の火山ガス（二酸化硫黄）放出量の平均値とその標準偏差 

（2000 年 10 月～2019 年５月） 

 
気象庁火山課、三宅島火山防災連絡事務所、産業技術総合研究所地質調査総合センター及び東京工業大学火山流体研究

センターが共同で実施。2000 年９月以降は COSPEC Ⅴ型（Resonance 製）、2005 年５月以降は COMPUSS による観測結果

をもとに作成。また、2005 年 11 月までは海上保安庁、陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊、東京消防庁及び警視庁

の協力を得て観測したデータを含む。なお、一部データがグラフ表示上でスケールアウトしている。 

 

 
 

  

平均±標準偏差 平均±標準偏差
（トン/日） （トン/日）

2000/10-2001/1 53 44000±30000 2010/2-2010/5 5 1000±200
2001/2-2001/5 22 28000±11000 2010/6-2010/9 5 1000±300
2001/6-2001/9 21 15000±5000 2010/10-2011/1 6 900±200
2001/10-2002/1 16 16000±8000 2011/2-2011/5 5 800±200
2002/2-2002/5 12 12000±5000 2011/6-2011/9 4 800±200
2002/6-2002/9 8 8200±3500 2011/10-2012/1 8 900±200
2002/10-2003/1 9 5800±1900 2012/2-2012/5 6 700±200
2003/2-2003/5 7 6600±1300 2012/6-2012/9 5 900±200
2003/6-2003/9 10 6100±1300 2012/10-2013/1 6 600±100
2003/10-2004/1 9 7600±3300 2013/2-2013/5 5 300±50
2004/2-2004/5 10 6400±2500 2013/6-2013/9 5 600±300
2004/6-2004/9 11 6000±2900 2013/10-2014/1 7 300±100
2004/10-2005/1 8 3400±800 2014/2-2014/5 3 200±50
2005/2-2005/5 8 3700±800 2014/6-2014/9 4 300±50
2005/6-2005/9 8 4800±1700 2014/10-2015/1 4 300±50
2005/10-2006/1 16 3400±1000 2015/2-2015/5 4 300±200
2006/2-2006/5 11 2300±1100 2015/6-2015/9 1 400
2006/6-2006/9 11 2300±900 2015/10-2016/1 6 200±50
2006/10-2007/1 8 2400±700 2016/2-2016/5 7 300±400
2007/2-2007/5 10 2300±1000 2016/6-2016/9 3 100±70
2007/6-2007/9 13 2600±1100 2016/10-2017/1 4 （数十トン以下）
2007/10-2008/1 12 2000±900 2017/2-2017/5 6 （数十トン以下）
2008/2-2008/5 6 2000±700 2017/6-2017/9 3 （数十トン以下）
2008/6-2008/9 5 1600±300 2017/10-2018/1 3 （数十トン以下）
2008/10-2009/1 7 1700±300 2018/2-2018/5 4 （数十トン以下）
2009/2-2009/5 6 1500±600 2018/6-2018/9 3 （数十トン以下）
2009/6-2009/9 4 1300±400 2018/10-2019/1 4 （数十トン以下）
2009/10-2010/1 4 1500±200 2019/2-2019/5 3 （数十トン以下）

観測期間 観測日数 観測期間 観測日数
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●：2017 年２月１日～2019 年１月 31 日 ●：2019 年２月１日～2019 年５月 31 日 

図７－１ 三宅島 火山性地震の震源分布（2017 年２月１日～2019 年５月 31 日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

・今期間、火山性地震の発生している領域にこれまでと比較して特段の変化はなかった。 
 
 

 

●：1997 年 10 月１日～2019 年１月 31 日 ●：2019 年２月１日～2019 年５月 31 日 

図７－２ 三宅島 一元化震源による深部低周波地震の震源分布（1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日） 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

・今期間、深部低周波地震は観測されなかった。 

・表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがある。 
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図８－１ 三宅島 GNSS連続観測による基線長変化（2000年10月～2019年５月31日） 

（国）：国土地理院 

基線①～⑥は図９（GNSS基線図）の①～⑥にそれぞれ対応している。 

2010年10月及び2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 
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図８－２ 三宅島 GNSS連続観測による基線長変化（2000年10月～2019年５月31日） 

（国）：国土地理院 

基線⑦～⑪は図９（GNSS基線図）の⑦～⑪にそれぞれ対応している。 

GNSSは2010年10月及び2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

・山体深部の膨張を示す島内の長距離の基線は、2006 年頃から伸びの傾向がみられていたが、2017 年１

月頃から鈍化している（特に①の赤矢印）。 

・山体浅部の収縮を示す地殻変動は徐々に小さくなり、2016 年５月頃から停滞し（特に⑩の青矢印）、

深部の膨張によると思われる変化がわずかにみられている。 
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図９ 三宅島 GNSS 基線図 

①～⑪は図８の GNSS 基線①～⑪に対応する。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および

『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

 

 

 

 
図 10 三宅島 雄山南西および雄山北東観測点における傾斜変動と日別地震回数 

（2016 年６月１日～2019 年５月 31日） 
・火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。 
・雄山北東観測点については、2016 年３月にピナクル傾斜計を設置している。EW 成分に見られる長期的な
変動は、設置直後のトレンドによるものと考えられる。 

 

15 µradian（雄山南西） 
15 µradian（雄山北東） 
10回（日別地震回数） 
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図 11 三宅島 観測点配置図 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および

『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
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表２ 三宅島 2001 年以降の噴火リスト注） 

 
 

・「×」は雲や夜間のため噴煙の高さ（色）を観測できなかったことを示す。なお、「×」の場合は「（）」に 
観測の障害となった現象を付加している。 

・流向に「（）」を付加したものは、噴煙は不明だが降灰の領域から推定される噴煙の流向を示している。 
 
注）2009 年 4 月以前は監視カメラで有色噴煙を観測したもの、又は都道付近で降灰を確認したもの。 

2009 年 5 月以降は火口周辺で降灰が確認されたものも含む。 

76



第 144 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

三宅島 

 

三宅島の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

MKAV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、磁力計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

MKTV=地震計（短周期・広帯域)、傾斜計、GNSS 

MKKV=地震計（短周期・広帯域)、傾斜計、磁力計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

MKSV=地震計（短周期・広帯域)、傾斜計 

MKEH=地震計（短周期)、傾斜計、雨量計、GNSS 

資料概要 

○ 地殻変動と地震活動 

島内の地震活動の減少が、2016 年 9 月から継続している（図１、図２）。島の中腹の 4か所

の GNSS 観測点間では、2015 年末以降、基線長の伸びが観測されている。（図４、図５）傾斜

計（図３）には、地震活動や GNSS 観測の基線長変化に対応する変動は認められない。 
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三宅島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30）

 
 
震源決定には，気象庁の観測点（位置は図中）も使用した。 

この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 10ｍメッシュ（火山標高）を使用した。 

 

図 1 三宅島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30） 
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三宅島島内の地震活動（2001/5/7～2019/4/30） 

 
図 2 三宅島島内の地震活動（2001/5/7～2019/4/30）  
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図 3 三宅島の傾斜変動 
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三宅島の GNSS 観測結果 

 
▼13/1/22 ごく小規模な噴火 

この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 10ｍメッシュ（火山標高）を使用 
 

図 4 三宅島の GNSS 観測結果 

基線長変化 

（日平均値，2001/05/21～2019/04/30） 
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図 5 三宅島の GNSS 観測結果 2017 年 1 月～2019 年 4 月 30 日 
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防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2018 年 5 月 1 日－2019 年 4 月 30 の地殻変動【御蔵島（0601）固定】 

 
図 6 三宅島の GNSS 解析結果（2018/5/1～2019/4/30） 

（上段：水平成分、下段：上下成分） 

83



第 144 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 
 

  三宅島 

 
 

 

 

 

 

 

 

  表1　GNSS観測履歴

観測点番号 観測点名 図中記号 日付 保守内容
2001/5/21 １周波観測開始
2005/4/21～2005/6/15 欠測

K-4 2008/7/4～2008/10/6 アンテナ不良の為、欠測
2008/10/6 アンテナ交換

K-6 2010/6/29～2010/8/25
アンテナ・通信制御ユニット不良の為、
欠測

2010/8/25 アンテナ・通信制御ユニット交換
2010/10/6 アンテナ交換

K-7 2012/2/2～ アンテナ損傷の為、欠測
2012/4/9～2012/11/5 臨時観測点観測開始
2013/1/23 ２周波機器更新

K-8 2013/2/2 ２周波観測開始
K-15 2018/12/21 受信機不良の為、欠測

2001/2/26 １周波観測開始
K-2 2003/10/11～2004/01/11 欠測
K-3 2004/04/05～2004/06/19 欠測
K-3 2004/2/1～2004/9/25 欠測及び解析結果無し

2013/1/23 ２周波機器更新
K-8 2013/2/2 ２周波観測開始

2001/2/27 １周波観測開始
2013/1/23 ２周波機器更新

K-8 2013/2/2 ２周波観測開始
K-9 2014/2/17～2014/3/4 欠測
K-10 2014/7/1～2014/9/25 アンテナ異常、9/25予備アンテナ交換により仮復帰
K-11 2014/10/17 アンテナ交換

2001/5/21 １周波観測開始
K-1 2002/2/16～2002/5/3 欠測
K-3 2004/4/19～2004/6/19 欠測

K-3 2004/2/1～2004/9/25 欠測及び解析結果無し
2005/9/28～2005/10/1 欠測
2009/8/25 アンテナ立直し

K-5 2009/8/25～2009/8/30 欠測
K-5 2009/9/7～2010/2/9 欠測

2010/2/4 アンテナ立直し
2010/3/18 センサー機器更新

2010/3/20
アンテナ交換
（交換によるズレは補正済み）

2010/3/24 解析の設定実施
2013/1/23 ２周波機器更新

K-8 2013/2/2 ２周波観測開始
K-12 2014/12/３～2015/1/25 通信断
K-13 2016/3/11～2016/5/4 通信断
K-14 2017/8/11～2017/9/11 通信断
K-16 2019/3/1～ バッテリ劣化により観測停止

                                               ※K-3に限っては全基線長で解析結果無し期間がある

0441
三宅神着
（MKKV）

0444
三宅坪田
(MKTV)

0442
三宅伊豆
(MKEH)

三宅阿古
(MKAV)

0443
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  三宅島 

 
 

 
 

参考図 1 三宅島の地震波形例 
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三宅島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

三宅島周辺の各観測局情報

三宅島周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

三宅島

国土地理院・気象庁

三宅島島内の基線では、山体の膨張を示すわずかな伸びが見られます。

第１４４回火山噴火予知連絡会

8′

6′

4′

34°2′

139°26′ 28′ 30′ 32′ 34′ 36′

93059
三宅１

93060
三宅２

960599
三宅３

960600
三宅４

J606
村営牧場南

8

7
6 1

5

4

3

2

点番号 点名 日付 保守内容
93059 三宅１ 20170202 受信機交換
93060 三宅２ 20170202 受信機交換

点番号 点名 日付 保守内容
960599 三宅３ 20170202 受信機交換
960600 三宅４ 20170202 受信機交換

20180703 受信機交換
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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三宅島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁第１４４回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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三宅島

三宅島周辺の地殻変動（上下：３か月）　

三宅島周辺の地殻変動（水平：３か月）　

国土地理院・気象庁第１４４回火山噴火予知連絡会

基準期間:2019/02/16～2019/02/25[F3:最終解]
比較期間:2019/05/16～2019/05/25[R3:速報解]

固定局:八丈(95113) 国土地理院・気象庁
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基準期間:2019/02/16～2019/02/25[F3:最終解]
比較期間:2019/05/16～2019/05/25[R3:速報解]

固定局:八丈(95113) 国土地理院・気象庁
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第１４４回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 三宅島 

三宅島の SAR干渉解析結果について 

 

判読）長期の(a)では、雄山で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られます。 
短期の(b)では、ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向 

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

(a) 2018/03/25-2019/02/24 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

 (a) (b) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2018/03/25 
2019/02/24 

23:37頃 
(336日間) 

2018/11/29 
2019/03/21 

11:44頃 
(112日間） 

衛星進行方向 北行 南行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U 
入射角 35.0° 38.6° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 795m + 222m 
*U: 高分解能(3m)モード 
 

 

(b) 2018/11/29-2019/03/21 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 
背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 

国土地理院 GNSS観測点 

国土地理院以外の GNSS観測点 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

八丈島 

 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び東京都のデータを利用

して作成した。 

 八 丈 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認

められない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項

に変更はない。 

 
 
○ 概況（2019 年２月～５月 31 日） 
・噴気など表面現象の状況（図２） 

楊梅
よ う め

ヶ
が

原
はら

（西山山頂の南南東約５km）に設置してある監視カメラでは、山頂部等に

噴気は認められなかった。 

 

・地震活動（図３－①②、図４） 

八丈島付近を震源とする地震回数は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

 ・地殻変動（図１、図３－③、図５） 

   GNSS 連続観測及び傾斜計では、火山活動によるとみられる地殻変動は認められな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 八丈島 観測点配置 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、（都）：東京都  GNSS 基線③は図３の③に対応している。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』および『数値地図50ｍメッシュ

（標高）』を使用した。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

八丈島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 八丈島 西山山頂部の状況 

（2019 年５月９日 楊梅
よ う め

ヶ
が

原
はら

監視カメラによる） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 八丈島 火山活動経過図 
① ② 月別地震回数（2002 年８月 13 日～2019 年５月 31 日） 

③ GNSS 連続観測による基線長変化 （国）：国土地理院 

火山活動によるとみられる変動は認められない。 

③は図１の③に対応している。グラフの空白は欠測。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

八丈島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 八丈島 震源分布図（2002 年８月 13 日～2019 年５月 31 日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50ｍメッシュ

（標高）』を使用した。 

 

・今期間、震源が求まる地震はなかった。 

●：2002 年８月 13 日(観測開始)～2019 年１月３１日 

●：2019 年２月１日～５月 31 日 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

八丈島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 八丈島 西山南東山麓観測点における傾斜変動 

（2016 年６月１日～2019 年５月 31 日） 
 

・今期間、火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。 

 

 

 

 

  2µrad 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

青ヶ島 

青 ヶ 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候

は認められない。 

 噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報

事項に変更はない。 

 

 
○ 概況（2019 年２月～2019 年５月 31 日） 

 

・噴気など表面現象の状況（図１、図２） 

手取山監視カメラ及び尾山展望公園監視カメラ（両方とも丸山の北北西約

１km）による観測では、丸山西斜面に噴気は認められません。 
 

・地震活動（図３－①） 

青ヶ島付近を震源とする火山性地震の発生数は少なく、地震活動は低調

に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 
 

・地殻変動（図３－②、図４、図５） 

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によるとみられる地殻変動は

認められなかった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 青ヶ島 丸山西斜面の状況 

（2019 年５月 23 日、手取山監視カメラによる） 

↓丸山 

 ↓丸山西斜面 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び東

京都のデータを利用して作成した。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

青ヶ島 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 青ヶ島 火山活動経過図（2010 年８月９日～2019 年５月 31 日） 
①青ヶ島周辺の日別地震回数 

グラフの灰色部分は機器障害による欠測を示す。 

②GNSS 連続観測による基線長変化 （国）：国土地理院 

②は図５の GNSS 基線②に対応している。グラフの空白部分は欠測を示す。 

 
・青ヶ島付近を震源とする火山性地震の発生数は少なく、地震活動は低調に経過した。 
・火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。 

 

 

計数基準：松山ヶ平振幅 5.0μ m/s、S-P 時間２秒以内 

国土地理院 

機器交換 

2010 年８月９日 

観測開始 

2010 年 10 月１日 

解析開始 

雑草の伐採 

図２ 青ヶ島 カルデラ内の地表面温度の状況 

(尾山展望公園監視カメラによる) 

   ・地熱活動（赤点線丸及び黄色点線丸）に変化は認められなかった。  

↓丸山西斜面 ↓丸山 ↓丸山西斜面 ↓丸山 

2019 年５月５日  2019 年１月 15 日  
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青ヶ島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 青ヶ島 松山ヶ平観測点における傾斜変動 

（2016 年６月１日～2019 年５月 31 日） 

・今期間、火山活動によるとみられる地殻変動は認められなかった。  

 

 

図５ 青ヶ島 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以

外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、（都）：東京都、(防)：防災科学技術

研究所 

GNSS 基線②は図３－②に対応している。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000

（行政界・海岸線）』および『数値地図 50ｍメッシュ（標

高）』を使用した。  

、（ 防 ）： 防 災 科 学 技 術 研 究 所  

３μrad 
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西之島 
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 西 之 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 

 気象衛星（ひまわり８号、９号）による観測では、2018 年７月 12 日夜から噴火活動の活

発化や溶岩流出により輝度温度の上昇が認められていたが、７月下旬頃より、７月 12 日以

前の輝度温度に戻っており、活発な噴火活動や溶岩流出はこの頃にほぼ停止したと考えら

れる。2019 年に輝度温度の上昇は認められない。 

2019年１月29日、31日及び２月７日に海上保安庁が実施した上空からの観測によると、

観測中に噴火の発生はなく、火砕丘の東火口縁及び内壁から微小な白色噴気が上がってい

た。また、島の周囲には、変色水域が分布していた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間の1時間ごとの輝度温度（中心波長 3.9μm 帯、HIMAWARI-8/AHI）をプロット 

<アルゴリズム> 

西之島（27.247°N, 140.874°E）を中心に 0.28 度ｘ0.28 度の範囲（15×15＝225 格子点）を抽出。島を含む

画素とその周辺 224 格子点の輝度温度について平均値を算出。島の周辺の平均値はバックグランドとみなして

いる。 

図１ 西之島 ひまわり８号、９号による西之島付近の輝度温度の変化 

（2015 年９月１日～2019 年５月 31 日） 

2017 年４月 20 日噴火確認 

2018 年 7 月 12 日噴火確認 

2018 年 7 月 12 日噴火確認 

2017 年４月 20 日噴火確認 
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西之島 

観測船による西之島の火山活動（2019 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

噴煙活動 

6 月 7 日～8 日に海洋気象観測船啓風丸から実施した観察によると，西之島は噴火停止の

状態が続いていた．（図２a）．山頂火口縁の内側から噴気がわずかに確認できる程度であっ

た（図２b）． 

    

    

    

 

  

2019 年 6 月 7 日～8 日に観測船から実施した西之島の観察によると，噴火活動はみられず，

山頂火口からはわずかな噴気が確認できる程度であった．熱赤外観測によると，山腹等に

高温域が見られた．噴煙は認められず，二酸化硫黄の放出量観測では検出限界以下であっ

た． 

a 

d c 

f e 

図２ 西之島山体と噴煙活動の推移．西之島の北沖より撮影． 

a:2019/6/7 07:50（今回の観測） b: 2019/6/7 05:49（今回の観測、西 4.0km 地点より撮影）火口縁内

側からわずかに噴気が見られるだけであった．c:2018/9/10 07:20（噴火停止期） 

d:2018/5/31 14:32（噴火停止期） e: 2017/5/26 10:48（噴火活動期） f: 2016/6/6 10:28（噴火休止

期）  

b 
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西之島 

 

熱赤外カメラによる地表面分布 
 山頂火口の北側山腹等に高温領域が認められた（図３a）．2017 年の噴火活動期と比べ

る温度は低い（図３c）．2018 年 9 月と比べ大きな変化はない． 

 

   
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a b 

c 

図３ 西之島の熱赤外映像．山頂部北側の斜面（a）に高温領域が認められた． 

a: 2019/6/7 05:47 西方沖火口から 4.0km （噴火停止期，今回） 

b: 2018/9/10 04:58 西方沖火口から 4.0km （噴火停止期） 

c: 2018/5/31 08:43 西方沖火口から 3.5km （噴火停止期） 

d: 2017/5/27 09:30 西方沖火口から 3km  （噴火活動期） 

e: 温度スケール（図 b～dに対応） 

d 

e 
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西之島 

火山ガス放出量 

2019 年 6 月 7 日に海洋気象観測船啓風丸の船上から西之島の二酸化硫黄放出量観測を

船上から実施した．観測は紫外線分光計（DOAS）により，火口の周囲約 2km を一周するト

ラバース法で行った．火口からの噴煙は確認されず，検出限界を超える二酸化硫黄は検出

されなかった． 

 図４に 2013 年以降の二酸化硫黄放出量の推移を噴火期間とともに示す． 

 

 
 
 

 

 

謝辞 

観測は地球環境・海洋部の海洋気象観測船「啓風丸」の協力で行われました． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 西之島の二酸化放出量の推移 2014 年～2019 年 

2014 年 1 月は機上観測による．それ以外は観測船による観測． 

2016 年 5 月、2018 年 9 月と 2019 年 6 月は検出限界以下． 

今回（検出限界以下） 
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第１４４回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 西之島 

西之島の SAR干渉解析結果について 

 背景：地理院地図 標準地図 

 (a) (b) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2019/03/29 
2019/05/10 

11:18頃 
(42日間) 

2019/02/10 
2019/05/19 

23:35頃 
(98日間) 

衛星進行方向 南行 北行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* S- S U-U 
入射角 58.7° 34.3° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 157 m + 95 m 
* S: スポットライト (3×1m) モード 
U: 高分解能(3m)モード 

判読）(b)では、火砕丘周辺と南側で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。 

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向 

電波照射方向 (a)2019/03/29-2019/05/10 

(b) 2019/02/10-2019/05/19 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA
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海徳海山 

F 2009 海徳火山の地形・地磁気 

海上保安庁 

2016 年 5 月に「海徳海山」における海底地形調査、地磁気調査を実施したので報告する。 

１ 調査概要 

調査期間：2016 年５月２日～17日 

使用船艇：測量船「昭洋」 

調査機器：マルチビーム測深機 EM122、EM710 

曳航式プロトン磁力計 

２ 海底地形 

本調査の海底地形陰影図を第１図に示す。 

本調査海域は①東海徳場、②西海徳場と③北部の高まり、④中央部の高まりが認められる。 

①東海徳場には、比高約 60ｍ前後、直径約 3000ｍの凹地形が存在し、凹地形内の西側には 1984

年の噴火によって形成された火口丘とされる 1)比高約 200ｍ、最浅値 97m の高まりが存在する。火

口丘の北東及び南部には溶岩流状の地形が認められる。 

②西海徳場は比高約 600ｍの台地状で、頂上付近は水深約 200ｍ前後で直径約 3000ｍの平坦な地

形を成す。平坦部の中央には比高約 50ｍ、最浅値 100ｍの高まりが存在する。西海徳場の周辺には

比高約 50～200ｍの円錐状の小さな高まりが複数存在する。 

③北部の高まりは水深約800ｍからやや緩傾斜となり、水深約600ｍから更に平坦な地形となる。

水深 800ｍ以浅の部分は南北約 10㎞、東西約 3～6 ㎞、最浅値 502ｍである。 

④中央部の高まりは北部と東海徳場を接続するような水深約 600ｍのＬ字型の尾根であり、北東

面が急峻となっている。西海徳場方向へも水深約 700ｍで尾根が続いている。 

３ 地磁気異常 

 地磁気全磁力異常図を図２に示す。調査海域の①②③の高まりに対応したダイポール型地磁気異

常が存在する。1984 年に噴火した①付近は特に磁場勾配が大きい。④及び①の南方にも正の磁気異

常が見られる。③の北方には地形に対応した正の磁気異常が見られる。 

参考文献 

１） 芝田 厚・梶村 徹・渡辺一樹・山根勝雄・笹原 昇（1995）：海徳海山の海底地形調査, 水

路部技報, 13, 106-112. 

F 1999 
ano 2009 
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海徳海山 

第１図 海徳海山 海底地形陰影図 

図中の①～④は本文中と対応している。 

全体平面図 

西海徳場鳥瞰図 東海徳場鳥瞰図 
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海徳海山 

第２図 海徳海山 地磁気全磁力異常図（コンター間隔 100nT） 
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硫黄島 

 硫 黄 島 （2019 年５月 31 日現在） 

 

 

○ 概況（2019 年２月～2019 年５月 31 日） 
・噴気、地熱等の状況（図３～図４） 

阿蘇台東（阿蘇台陥没孔の東北東約 900ｍ）に設置してある監視カメラでは、島西部

の阿蘇台陥没孔からの噴気はやや多い状態で、噴気の高さは概ね 100ｍ以下で経過した。

また、島北西部の井戸ヶ浜からの噴気は観測されなかった。 

 

・地震活動（図５、図６） 

火山性地震は期間中、地震の日回数が一時的に 100 回を超える日が計７回（２月 20

日、3 月 1 日～3 日、３月 20 日、４月４日～５日）観測された。 

火山性微動は計 12 回（２月２回、５月 10 回）観測された。 

 
・地殻変動（図２、図７） 

 GNSS 連続観測では、島全体の隆起を示す変動が続いている。（図７） 

海上自衛隊硫黄島航空基地によると、2019 年 1 月以降、硫黄島の南沖合約 500ｍ付

近で一部海底が海面上に現れる現象がしばしば確認されていたが、５月 31 日にはこれ

までより広い範囲の隆起が確認された。（図２） 

硫黄島は、定常的に島全体で１年あたり数十センチ程度の隆起が観測されているほ

か、島内各所で局地的な隆起も見られており、今回の現象も局地的な隆起の可能性があ

る。 

なお、GNSS 連続観測では隆起を示す変動が続いているが、その傾向に変化は認めら

れていないことから、火山活動が活発化したとはみていない。 
 

【現地調査結果（２月 27 日～３月４日）】（図８～11） 

海上自衛隊の協力により、２月 27 日から３月４日にかけて現地調査を実施した。 

 

『馬背岩付近』（図９） 

前回（2018 年９月）調査時に確認された間欠的な湯の噴出は、今回の調査でも確認

された。 

 

『翁浜』（図 10） 

2018 年 9 月 12 日の海底噴火が発生したと推定される場所付近に湧昇を確認した。翁

浜全体も含め、熱異常などは確認されなかった。 

 GNSS 連続観測によると、隆起を示す地殻変動がみられている。 

 火口周辺に影響を及ぼす程度の噴火が発生すると予想されるため、従来か

ら小規模な噴火が発生していた地点及びその周辺では、噴火に対する警戒が

必要である。 

 火口周辺警報（火口周辺危険）及び火山現象に関する海上警報の警戒事項

に変更はない。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院及び国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータを利用して作成し

た。 
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硫黄島 

翁浜の陥没孔については、前回観測時と同様に噴気や熱異常、火山ガスの放出もな

く、特段の変化はみられなかった。 

 

『ミリオンダラーホール（旧噴火口）』（図 11） 

ミリオンダラーホール内の南部にある人工的な穴より、前回まで確認できなかった

噴気が確認された。穴の周囲に硫黄が析出しており、火山ガスが噴出していると考えら

れるが、ガス検知器では硫化水素、二酸化硫黄ともに検出されなかった。 
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硫黄島 

 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50m メッシュ（標高）』を使用した。 

 

図１ 硫黄島 過去に噴火等が確認された地点 

「鵜川元雄・藤田英輔・小林哲夫，2002，硫黄島の最近の火山活動と 2001 年噴火，月刊地球，号外 39 号，

157-164．」を基に 2004 年以降の事象を追加し再作成した。 
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硫黄島 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

図２ 硫黄島 硫黄島の南沖合約 500ｍ付近の一部海底の露出の様子 
図中の黄丸は人工物で同じ部分を示している。 

・海上自衛隊硫黄島航空基地によると、1月に硫黄島の南沖合約 500ｍ付近で一部海底が海面上に露出し

ている（図中の赤破線丸）のが確認された（左下図：1 月 9 日、右下図：1 月 24 日、ともに航空機か

ら撮影）。 

その後も、同付近では海底の露出がしばしば確認されていたが、5 月 31 日にはこれまでより広い範囲

の隆起が確認された（左上図：5月 31 日（航空機から撮影）、右上図：5月 31 日（島内から撮影））。 

・硫黄島は、定常的に島全体が１年あたり数十センチ程度の隆起が観測されているほか、島内各所で局

地的な隆起も見られている。 

・今回の現象も局地的な隆起の可能性がある。 

1 月以降、しばしば海底の露出が 

確認されている領域 

海上自衛隊硫黄島航空基地提供 

海上自衛隊硫黄島航空基地提供 

海上自衛隊硫黄島航空基地提供 

海上自衛隊硫黄島航空基地提供 

2019/01/09 

2019/05/31 2019/05/31 

2019/01/24 
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硫黄島 

 

 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』及び『数値地図 50m メッシュ（標高）』を使用した。 
図３ 硫黄島 観測点配置図 

監視カメラにより観測を行っている井戸ヶ浜と阿蘇台陥没孔の位置を赤字で示す。 

 

 

 
  

阿蘇台陥没孔の噴気の状況（５月 10 日撮影）      井戸ヶ浜の状況（５月 23 日撮影） 
図４ 硫黄島 海岸付近の噴気の状況、阿蘇台東監視カメラによる 

 
  

阿蘇台陥没孔 
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硫黄島 

 
 

図５ 硫黄島 主な火山性地震、微動（調和型、単色型）の特徴と波形例 

 

図６ 硫黄島 火山活動経過図（2011 年３月８日～2019 年５月 31 日） 
震動観測：2011 年３月８日運用開始 
【計数基準】 

・2011 年３月８日～12 月 31 日  ：千鳥 30μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内、あるいは 

（防）天山 20μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内 

・2012 年１月１日～    ：千鳥あるいは（防）天山で 30μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内 

千鳥（地震計・空振計）は 2018 年９月 22 日から 2019 年１月 28 日まで障害のため欠測。 

（防）：防災科学技術研究所 

・グラフの灰色部分は連続的な微動を示す。 

11月３日175回 

９月９日347回 

９月８日512回 

９月10日197回 

▲：噴火、▲：噴火等が推定される事象 

４月27日580回 

２月１日 152 回 
９月８日155回 

５月２日 62 回 

５月１日 53 回 

連続的な微動 

２月20日220回 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

硫黄島 

 

図７ 硫黄島 火山活動経過図（2012 年４月１日～2019 年５月 31 日） 
（国）：国土地理院 

グラフの空白部分は欠測。 

④グラフの灰色部分は連続的な微動を示す。 

⑤硫黄島２－硫黄島１は図８の①に対応する。 

⑥硫黄島２－Ｍ硫黄島Ａは図８の②に対応する。 

 

 

 

 

▲：噴火、▲：噴火等が推定される事象 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

硫黄島 

湯の噴出 

馬背岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 硫黄島 主な調査地点（２月 27日～３月４日実施） 
地理院地図を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 硫黄島 馬背岩付近の状況 
・前回（2018 年９月 21 日）の調査時に確認された湯の噴出が確認されました。湯の温度はサーミスタ

温度計で 98.5℃を観測した。 

・2018 年 3 月に土砂噴出が見られた海岸湾入部は、海蝕によると思われる地形変化のため調査するこ

とはできなかった。 

馬背岩 

湯の噴出 

翁浜（図８） 

馬背岩（図７） 

ミリオンダラーホール（図９） 

2019 年３月１日 2018 年９月 21日 
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第 144 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

硫黄島 

 

図 10 硫黄島 翁浜付近の状況（2019 年３月３日） 

 
・2018 年 9 月 12 日に海底噴火が発生したと推定される場所付近に湧昇を確認したが、翁浜全体も含

め、熱異常などは確認されなかった。 

 

 

 

図 11 硫黄島 ミリオンダラーホール付近の状況（2019 年３月２日） 

 
・ミリオンダラーホール内の南部にある人工的な穴より、前回まで確認できなかった噴気が確認された

（図中〇）。穴の周囲には硫黄が析出していることから火山ガスが噴出していると考えられるが、ガ

ス検知器では硫化水素、二酸化硫黄ともに検出されなかった。 
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図 12 硫黄島 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 
（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所。 

GNSS 基線図中の①は図７⑤に、②は図７⑥に対応する。 
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第 144 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

小笠原硫黄島 

 

硫黄島の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

IJMV=地震計（短周期)、GNSS 

IJTV=地震計（短周期)、GNSS 

IJSV=地震計（短周期・広帯域)、GNSS 

 

資料概要 

硫黄島では、活発な地震活動が続いている（図１）。硫黄島の元山（東側）では、年間 50cm

～100cm 程度の急激な隆起が進行中である（図２－５）。2018 年 9 月以降、噴火は報告されて

いない。 
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小笠原硫黄島 

 

硫黄島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30） 
 

 
図 1 硫黄島の地震活動（2019/1/1～2019/4/30） 

地震数は連続記録からカウントした。 

震源決定には，気象庁の観測点（位置は図中）も使用した。 

地図の作成にあたっては、国土地理院発行の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 
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小笠原硫黄島 

 

 
図 2 硫黄島日別地震回数と隆起活動（2001/10/01～2019/04/30） 

硫黄島の日別地震数と島内のGNSS観測点の隆起量の比較。0604と 0605は国土地理院GEONET観測点。

本解析には国土地理院のデータを使用した。 
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図 3 硫黄島の GNSS と国土地理院 GEONET データとの解析結果 
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図 4 硫黄島の GNSS と国土地理院 GEONET データとの解析結果(2018 年以降) 
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図 5 硫黄島 V-net および国土地理院 GEONET 観測点における GNSS 解析結果． 

【母島(0603)固定】（2018/05/01～2019/4/30） 

（上段：水平成分、下段：上下成分）  
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硫黄島

硫黄島周辺の各観測局情報

硫黄島周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図　

硫黄島

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

「硫黄島１」及び「Ｍ硫黄島Ａ」では隆起、「硫黄島２」は南向きの変動が継続
しています。

硫黄島島内基線図

●

960605
硫黄島２

●

960604
硫黄島１

● 6

5 4

149086
Ｍ硫黄島Ａ

27°

30′

26°

30′

25°

140° 30′ 141° 30′ 142° 30′ 143° 30′ 144° 30′

052007
父島Ａ

960603
母島

16P217
Ｐ父島Ａ

149086
Ｍ硫黄島Ａ

960604
硫黄島１

960605
硫黄島２

1

2

3

点番号 点名 日付 保守内容
960605 硫黄島２ 20170704 受信機交換

20190228 受信機交換
052007 父島A 20140805 伐採

20160623 アンテナ交換
149086 M硫黄島A 20150120 移転（M硫黄島→M硫黄島A）

20160208 伐採
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硫黄島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会
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硫黄島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

成分変化グラフ（長期） 成分変化グラフ（短期）
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：268740.259ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：-89456.082ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：-253425.862ｍ

2018/09/12 噴火
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：7.191ｍ

期間: 2014/05/01～2019/06/10 JST
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：268740.114ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：-89456.219ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：-253425.731ｍ

2018/09/12 噴火
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：10.371ｍ

期間: 2018/05/01～2019/06/10 JST
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硫黄島※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

成分変化グラフ（長期） 成分変化グラフ（短期）
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：3499.275ｍ
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：1341.218ｍ
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：3230.389ｍ

2018/09/12 噴火
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：-103.130ｍ

期間: 2014/05/01～2019/06/10 JST
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：3501.126ｍ

2018/09/12 噴火
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：1341.529ｍ
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：3232.348ｍ

2018/09/12 噴火
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(5) 硫黄島２(960605)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：-100.502ｍ

期間: 2018/05/01～2019/06/10 JST
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：2254.234ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：-2253.203ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：-26.773ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：-60.854ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：2253.875ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：-2252.853ｍ
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：-27.147ｍ

2018/09/12 噴火
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：-60.371ｍ
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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硫黄島

硫黄島周辺の地殻変動（上下：３か月）　

硫黄島周辺の地殻変動（水平：３か月）　

国土地理院第１４４回火山噴火予知連絡会

基準期間:2019/03/01～2019/03/10[F3:最終解]
比較期間:2019/06/01～2019/06/10[R3:速報解]

固定局:父島Ａ(052007) 国土地理院
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基準期間:2019/03/01～2019/03/10[F3:最終解]
比較期間:2019/06/01～2019/06/10[R3:速報解]

固定局:父島Ａ(052007) 国土地理院

24°48’

24°45’

141°15’ 141°18’ 141°21’ 141°24’

149086
Ｍ硫黄島Ａ

960604
硫黄島１

960605
硫黄島２

20㎝

126



第１４４回火山噴火予知連絡会 国土地理院

硫黄島

硫黄島の SAR干渉解析結果について 

判読）元山付近では、周囲と比べて衛星から遠ざかる変動が見られます。

摺鉢山付近では、周囲と比べて衛星から遠ざかる変動が見られます。

阿蘇台断層（点線）に沿って変動が見られます。 

(a) 2018/11/05-2019/02/25 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

国土地理院 GNSS観測点 

国土地理院以外の GNSS観測点 

(a) 
衛星名 ALOS-2 

観測日時

2018/11/05 
2019/02/25 

11:32頃 
(112日間) 

衛星進行方向 南行

電波照射方向 右

観測ﾓｰﾄﾞ*1 U-U 
入射角 37.2° 
偏波 HH 

垂直基線長 + 838 m 
*1U: 高分解能(3m)モード 背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

元山 

衛星進行方向

電波照射方向 
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第１４４回火山噴火予知連絡会 国土地理院

マスター スレーブ

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右 変動なし ○

2018/11/29 2019/03/21 112 南行 右 変動なし ○

2018/01/14 2019/02/10 392 北行 右 変動なし

2018/04/13 2019/03/15 336 北行 右 変動なし

2018/11/29 2019/03/21 112 南行 右 変動なし

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右
収縮とみられる雄山で衛星から遠ざかる変動が
見られます。

○

2018/11/29 2019/03/21 112 南行 右 変動なし ○

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右 変動なし

2018/11/15 2019/03/07 112 南行 右 変動なし

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右 変動なし

2018/11/15 2019/03/07 112 南行 右 変動なし

2018/01/14 2019/02/10 392 北行 右 変動なし

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右 変動なし

2018/11/15 2019/03/07 112 南行 右 変動なし

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右 変動なし

2018/11/24 2019/03/16 112 南行 右 変動なし

2018/01/14 2019/02/10 392 北行 右
火砕丘周辺で収縮とみられる衛星から遠ざかる
変動が見られます。

2018/10/27 2019/02/16 112 南行 右
火砕丘周辺で収縮とみられる衛星から遠ざかる
変動が見られます。

2018/03/25 2019/02/24 336 北行 右
火砕丘周辺で収縮とみられる衛星から遠ざかる
変動が見られます。

2018/12/03 2019/03/25 112 南行 右
火砕丘周辺で収縮とみられる衛星から遠ざかる
変動が見られます。

2019/03/29 2019/05/10 42 南行 右 変動なし ○

2019/02/10 2019/05/19 98 北行 右
火砕丘周辺と南側で収縮とみられる衛星から遠
ざかる変動が見られます。

○

2018/02/25 2019/02/10 350 北行 右
元山付近で周囲と比べて衛星から遠ざかる変動
が見られます。

2018/11/05 2019/02/25 112 南行 右

元山付近で周囲と比べて衛星から遠ざかる変動
が見られます。
摺鉢山で周囲と比べて衛星から遠ざかる変動が
見られます。
阿蘇台断層に沿って変動が見られます。

○

地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（伊豆・小笠原諸島）
衛星
進行
方向

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島

伊豆鳥島

西之島

硫黄島

伊豆大島

利島・新島・
神津島

三宅島

御蔵島

八丈島

青ヶ島
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